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第76回日本皮膚科学会中部支部学術大会
アッヴィ合同会社共 催：

日 時

会 場

乃村 俊史 先生　筑波大学医学医療系 皮膚科 教授座 長
金澤 伸雄 先生　兵庫医科大学 皮膚科学 主任教授

乾癬の疾病負荷：
身体的だけでなく社会的、精神的負荷を心にかける

馬屋原 孝恒 先生　川崎医科大学 皮膚科学教室 講師演 者

講
演
１

アトピー性皮膚炎患者と
どのように治療ゴールを共有するか？

常深 祐一郎 先生　埼玉医科大学 皮膚科 教授演 者

講
演
３

アトピー性皮膚炎治療における
かゆみと皮疹双方の改善の重要性

峠岡 理沙 先生　藤田医科大学医学部 総合アレルギー科 准教授演 者
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講
演
４

化膿性汗腺炎の慢性化機序とTNF阻害療法の意義
石塚 洋典 先生　大阪大学大学院医学系研究科 皮膚免疫疾患治療学共同研究講座 特任講師演 者

講
演
２

2025年10月25日（土） 12：55-14：55（各演題30分）
第2会場（国立京都国際会館 2階 Room A）
〒606-0001 京都府京都市左京区岩倉大鷺町422

炎症性皮膚疾患：
　　治療ゴール達成を見据えた治療戦略


